
はじめに
奈良県立医科大学（以下、医科大学という）は、県の目指す「日本

一の健康長寿立県」に向けた施策を推進する中で、県内唯一の医育機
関として、学際的・国際的な独創的・先端的研究機関として、また県
内医療の中核的な病院として、重要な役割を担っています。

その重要な役割を果たすため、平成１９年度からの６年間、理事長
のリーダーシップのもと、法人設立時における職員の意識改革ととも
に、医学科の定員増や、附属病院での診療機能の充実と経営改善など
に取り組み、一定の成果を上げてきました。

一方で、地域に貢献できる医師・看護師の輩出、幅広い知識や教養
を持った医療人の育成、教育・研究部門の移転を契機としたまちづく
りの具現化や教育 研究分野の充実とい た事項が継続課題として残りの具現化や教育・研究分野の充実といった事項が継続課題として残
りました。

このため、今回策定する中期目標では、これまで位置づけていた
「教育」「研究」「診療」「法人運営」に加え、「地域貢献」「まち
づくり」を新たな分野として位置づけ、６分野６６項目の具体的な成
果目標を立てることとしました。

この策定にあたっては、県と医科大学の役割を明確化し、県が策定
する中期目標と医科大学が作成する中期計画が車の両輪となるよう、
また、ＰＤＣＡサイクルが的確かつ実効的に機能するよう、６年間の
工程案を示し、医療関係者や近隣自治体と直接協議する場を持つとと
もに、医科大学と協議を重ねてきました。

平成２５年度から平成３０年度までの６年間は、これまで県におい
て構想を掲げて進めてきた教育・研究部門の移転と移転後のまちづく
りが、いよいよ計画段階から実施段階に入るなど、医科大学にとって
大学の将来を方向づける非常に重要な時期を迎えることから、全教職
員が一丸となって、この中期目標の達成に向けて取り組み、医科大学
が大いに飛躍されることを期待します。

奈良県知事 荒井 正吾

平成２５年 ３月
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（現状）
・医学科卒業生の就職状況
県内卒後臨床研修病院への就職率
49％（平成18年度～23年度平均）

Ⅰ
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現状あるいは課題

49％（平成18年度～23年度平均）
県内卒後臨床研修病院への就職者数 51名（平成23年度卒業生）

・地域医療学講座、地域医療総合支援センターの取組
（平成22年10月～）

地域医療学講座における県費奨学生のキャリアパスの構築及び
配置案の作成（地域医療総合支援センターで協議のうえ県費奨学
生6名を平成24年度に配置）
地域医療学講座における脳卒中診療体制の研究 （初療 後療モ

Ⅱ
教
育

地域医療学講座における脳卒中診療体制の研究 （初療・後療モ
デルを平成24年度に提案）

・新県立奈良病院や、南和広域医療組合が整備する南和地域公立
病院等を整備予定

Ⅲ
研
究
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（課題）
・医師の県内への供給機能の一層の向上が必要

・医師派遣システムの適切な実行が必要

新県立奈良病院や 南和広域医療組合が整備する南和地域公立
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・新県立奈良病院や、南和広域医療組合が整備する南和地域公立
病院等の整備に併せた医師の輩出が必要
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・新県立奈良病院や、南和広域医療組合が整備する南和地域公立
病院等の整備に併せた医師の輩出が必要
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Ⅰ 地域貢献 ＜教育関連＞

１．医療人の育成（医師関連）
医師派遣システムの適切な実行

Ⅰ
地
域
貢
献 医師派遣システムの適切な実行

（仮称）県費奨学生配置センターの設置・運営

Ⅱ
教
育 （現状）

・地域医療学講座、地域医療総合支援センターの取組
（平成 年 月 ）

現状あるいは課題
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（平成22年10月～）

地域医療学講座における県費奨学生のキャリアパスの構築及
び配置案の作成（地域医療総合支援センターで協議のうえ県費
奨学生6名を平成24年度に配置）
地域医療学講座における脳卒中診療体制の研究 （初療・後療

モデルを平成24年度に提案）

・新県立奈良病院や、南和広域医療組合が整備する南和地域公
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立病院等を整備予定

（課題）
・医師派遣システムの適切な実行が必要

・新県立奈良病院や、南和広域医療組合が整備する南和地域公
立病院等の整備に併せた医師の輩出が必要
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（仮称）県費奨学生配置セン
ターを設置・運営する

地域に貢献する医師の育成
数延べ８６名を目指す

公立・公的病院等からの要
望に対応した最適な医師配
置（配置数）４０名を目指す
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成果目標

数延 ８６名を目指す置（配置数）４０名を目指す

Ⅱ
教
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（仮称）県費奨学生配置センターを設置し、県等との連携のもと、

医師派遣システムを構築することにより、地域に必要な医師配置の

実現に積極的に寄与する。

中期計画

Ⅲ
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・県費奨学生の配置を行う（仮称）県
費奨学生配置センターの設置・運営

・南和広域医療組合が整備する南
和地域公立病院等への医師配置支
援

大学の取組

・（仮称）県費奨学生配置センター
の設置・運営
・医学科奨学金制度の拡充
・県費奨学生の配置案の協議
・県費奨学生の配置先の決定

県の役割
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援

・県費奨学生のキャリアパスの構築
と運用による地域に貢献する医師の
育成

県費奨学生の配置先の決定

・県費奨学生の管理、配置のため
の調整等

・医師が不足する診療科等への対
応策の検討

・新県立奈良病院の整備や、南和
広域医療組合が整備する南和地域
公立病院の整備に対する支援

大学が行う地域貢献の取組に対

平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

(仮称)県費奨学生
配置センターの設
置・運営

設置
準備

設置・運営開始
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・大学が行う地域貢献の取組に対
して支援

県費奨学金による
医師配置数

8名 15名 17名 22名 29名 40名

緊急医師確保枠を
主とする医師の育
成数

延べ
26名

延べ
39名

延べ
52名

延べ
65名

延べ
78名

延べ
86名
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Ⅰ 地域貢献 ＜教育関連＞

１．医療人の育成（看護師関連）
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（現状）
・看護学科卒業生の就職状況
県内就職率 43％
（平成19年度～23年度平均）
県内就職者数 33名
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現状あるいは課題

県内就職者数 33名
（平成23年度卒業生）

（課題）
・看護師の県内への
供給機能の一層の
向上が必要
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（仮称）看護実践・キャリア支援センターを設置・運営する等、看

護学生の就労支援を行い、県内就職率の向上に努める。

成果目標

中期計画
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・奨学金制度の見直し・拡充による
県内就職率の向上に向けた取組

県の役割

・（仮称）看護実践・キャリア支援セン
ターの設置及び大学と附属病院の
連携による看護学生の県内就職に
向けた取組の推進

大学の取組
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平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

看護学科卒業生
の県内就職者数

33名 38名 45名 50名 52名 54名
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